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一
八
五
三
年
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
細
胞
の
概
念
を
う
ち
だ
し
、
一

八
五
八
年
液
体
病
理
学
か
ら
発
展
し
て
細
胞
病
理
学
を
発
表
し
た

（
中
国
で
は
陰
陽
五
行
説
）
。
こ
の
書
物
で
し
ば
し
ば
ホ
ッ
ペ
君
と

い
っ
て
い
る
ホ
ッ
ペ
ザ
イ
ラ
ー
が
い
る
が
、
彼
こ
そ
後
に
ホ
ッ
ペ

ザ
イ
ラ
ー
誌
と
い
わ
れ
る
生
理
化
学
会
誌
を
創
刊
し
た
ホ
ッ
ペ
ザ

イ
ラ
ー
教
授
で
あ
る
（
一
八
七
七
’
七
八
年
）
・
こ
の
弟
子
と
な
ら
れ

勉
強
さ
れ
た
荒
木
寅
三
郎
先
生
は
慶
応
二
年
群
馬
県
碓
氷
郡
板
鼻

宿
（
上
野
国
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
京
都
帝
国
大
学
に
明
治
三
十
二

年
、
医
化
学
講
座
を
設
立
、
生
理
学
か
ら
分
離
開
講
さ
れ
た
。
ホ

ッ
ペ
ザ
イ
ラ
ー
が
発
刊
し
た
生
理
化
学
会
雑
誌
に
は
序
文
で
ホ
ッ

ペ
ザ
イ
ラ
ー
が
生
理
学
に
お
け
る
化
学
の
重
要
性
に
つ
い
て
説

き
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
ザ
ル
コ
ウ
ス
キ
ー
教
授
は
そ
の
最
初
の
論

文
と
し
て
「
動
物
体
内
で
の
尿
素
生
成
と
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
の
影

58

日
本
に
お
け
る
医
学
部
生
化
学
（
医
化
学
）

の
歩
み

柴
田
幸
雄

響
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
て
い
る
。
尚
ザ
ル
コ
ウ
ス
キ
ー
の
最
初

の
弟
子
は
隈
川
先
生
で
あ
り
（
ペ
ー
ビ
ー
、
隈
川
、
須
藤
の
ア
ゾ
ト
メ

ト
リ
ー
）
明
治
三
○
年
東
京
帝
大
に
医
化
学
講
座
を
開
講
し
た
。
尚

須
藤
教
授
は
金
沢
医
科
大
学
（
国
立
）
の
医
化
学
創
設
者
で
あ
り
、

医
化
学
実
験
法
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
京
都
帝
国

大
学
の
医
化
学
教
室
の
最
初
の
ス
タ
ッ
フ
を
み
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
（
古
武
弥
四
郎
著
、
荒
木
寅
三
郎
に
よ
る
金
原
）
。
明
治
三
二
年

九
月
～
三
五
年
（
創
設
時
代
）
、
教
授
・
荒
木
寅
三
郎
、
助
教
授
・

井
上
嘉
都
治
、
助
手
若
山
昇
三
、
勝
山
席
三
郎
、
斉
藤
精
一
郎
（
後

に
岡
山
医
専
へ
、
現
岡
山
大
学
医
学
部
）
、
佐
伯
矩
、
古
武
弥
四
郎
（
後

に
大
阪
医
専
へ
、
現
大
阪
大
学
医
学
部
）
で
あ
り
、
客
員
と
し
て
中
山

政
男
、
小
使
と
し
て
大
角
全
二
郎
。
二
代
は
荒
木
先
生
は
総
長
、

教
授
は
前
田
鼎
（
後
に
三
高
校
長
、
ち
な
み
に
一
高
校
長
は
東
大
生
理

の
橋
田
邦
彦
）
で
大
正
四
年
か
ら
昭
和
一
六
年
、
三
代
教
授
は
内
野

仙
治
先
生
で
あ
り
、
私
も
存
じ
あ
げ
て
い
る
。
又
こ
の
本
に
荒
木

先
生
の
業
績
が
和
歌
山
の
白
井
陽
一
助
教
授
に
よ
り
記
さ
れ
て
い

る
（
ち
な
み
に
、
和
歌
山
は
医
專
時
代
、
古
武
弥
四
郎
教
授
、
古
武
弥

三
助
教
授
。
医
大
時
代
、
古
武
弥
人
教
授
、
白
井
陽
一
助
教
授
。
兵
庫
医

專
は
医
專
時
代
、
馬
淵
教
授
、
大
学
時
代
、
後
に
神
戸
大
学
医
学
部
白
井
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陽
一
教
授
）
。

そ
の
後
、
昭
和
二
年
、
東
大
、
柿
内
教
授
に
よ
り
、
研
究
は
医

学
部
だ
け
で
は
駄
目
と
い
う
こ
と
で
医
・
理
・
工
・
農
・
薬
と
ひ

ろ
が
り
、
名
前
も
生
化
学
と
な
っ
た
。
戦
後
昭
和
二
○
年
頃
の
一

次
医
科
大
学
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
ぎ
、
昭
和
四
八
年
を
中
心
と
す

る
多
く
の
医
科
大
学
発
足
時
八
○
校
の
う
ち
八
校
が
医
化
学
で
あ

っ
た
。
又
生
化
学
会
で
の
医
学
部
の
教
授
評
議
員
会
で
、
愛
媛
大

学
の
様
に
（
須
田
学
長
、
奥
田
教
授
）
医
化
学
の
重
要
性
が
唱
え
ら

れ
た
が
、
一
七
版
ハ
ー
パ
ー
の
生
理
化
学
が
一
八
版
二
九
八
一

年
）
で
生
化
学
と
な
り
内
容
が
生
化
学
的
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
ふ

た
た
び
医
化
学
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
（
両
版
と
も
に
あ
る
の

は
、
栄
養
素
の
化
学
、
代
謝
、
酵
素
、
核
酸
。
消
え
た
の
は
、
血
液
、
尿
、

筋
、
上
皮
組
織
、
神
経
組
織
、
免
疫
、
あ
ら
た
に
加
っ
た
の
は
、
代
謝
調

節
、
遺
伝
子
、
呼
吸
、
消
化
、
栄
養
で
あ
る
）
。
し
か
し
最
近
旧
帝
国

大
学
を
中
心
と
し
た
大
学
院
大
学
の
考
え
か
ら
三
重
大
、
広
島
大
、

農
学
部
の
様
な
複
雑
な
名
前
が
出
て
い
る
が
、
栄
養
学
や
臨
床
生

化
学
の
存
在
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
又
全
体
と
し
て
明
治
の
は
じ
め
の

様
な
、
薬
物
学
、
栄
養
食
品
学
も
必
要
と
思
う
。
ホ
ッ
ペ
ザ
イ
ラ

ー
誌
も
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
ザ
ル
コ
ウ
ス
キ
ー
に
よ
る
尿
素

が
二
篇
、
芳
香
放
化
合
物
、
エ
ー
テ
ル
硫
酸
、
動
物
性
植
物
性
蛋

白
、
乳
糖
尿
症
、
乳
酸
、
血
色
素
、
胄
酸
、
レ
シ
チ
ン
、
血
清
、

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
、
ペ
プ
ト
ン
、
鳶
糖
の
吸
収
、
門
脈
と
肝
静
脈
、

脳
中
ヌ
ク
レ
イ
ン
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
、
酵
素
、
膵
液
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
又
最
近
出
た
標
準
分
子
医
化
学
を
み
る
と
、
栄
養
素

の
化
学
と
代
謝
、
遺
伝
、
細
胞
内
情
報
伝
達
系
、
内
部
環
境
、
細

胞
内
小
器
官
、
細
胞
増
殖
と
発
癌
、
発
生
分
化
と
老
化
、
生
体
侵

襄
と
防
御
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
時
臓
器
別
が
い
わ
れ
、
講
座

制
の
撤
廃
が
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
教
育
は
こ
れ
の
み
で
も
困
る
。

横
観
有
機
化
学
や
、
有
機
化
学
・
生
化
学
と
い
う
本
の
出
た
こ
と

も
あ
る
。
教
育
は
こ
の
様
に
色
々
な
面
か
ら
考
え
教
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。

（
愛
知
医
科
大
学
）


